
No．１／３ 

 

令和７年度 獨協医科大学大学院看護学研究科  

           博士後期課程入学試験 問題・解答用紙    試験時間 ９０ 分 
 

小論文 試験施行日 令和７年２月１日（土） 
 

受験番号  氏 名 
 

 

問題１．日本看護協会は「看護職の倫理綱領」に「看護職は、研究や実践を通して、専門的知

識・技術の創造と開発に努め、看護学の発展に寄与する」ことを掲げています。 

看護実践者が臨床で研究に取り組むメリットとデメリットについて、具体例を示し 

あなたの考えを述べてください。 

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                       

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                       

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                       

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                       

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                       

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      



No．２／３ 

 

令和７年度 獨協医科大学大学院看護学研究科  

           博士後期課程入学試験 問題・解答用紙    試験時間 ９０ 分 
 

小論文 試験施行日 令和７年２月１日（土） 
 

受験番号  氏 名 
 

 

問題２．看護における「対象理解」について、これまでの実践経験を踏まえて論じてください。 
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